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二重円板 

 

図１のように２枚の円板を中心をそろえて組みあわせます。点Ｐ，Ｑはそれぞれの円板の周上の点です。

２枚の円板は独立して回転するので，２本の直線にそってすべることなく動かすと，図２のようになります。 

以下の問いに答えなさい。円周率は３.１４とします。 

 

   図１     図２            図３ 

 

 

 

 

（１）図３のように，２本の平行な直線にそって円板をすべることなく回転させます。点ＰとＱがどちらも

直線と接している状態から，再び点ＰとＱがどちらも直線と接するまでに，小さい円板は５回転，大き

い円板は３回転します。点ＰとＱがどちらも直線と接している状態から，３点Ｏ，Ｐ，Ｑが再び 

一直線に並ぶまでには，小さい円板は何回転しますか。 

 

（２）図４のように中心が重なる２つの円の円周にそって，円板をすべることなく回転させます。点ＰとＱ

がどちらも円周と接している状態から図のように７２度進んだときに，３点Ｏ，Ｐ，Ｑは再び一直線に

並びました。ＯＱの長さはＯＰの長さの１
５

６
倍です。このとき，ＲＰの長さはＯＰの長さの何倍ですか。 

 

   図４ 
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二重円板 （１）１.２５回転 （２）４.５倍 

 

（１）小さい円板と大きい円板の半径の比は，回転数の比５：３の逆比の３：５です。比の差の５－３＝２

が１８０度＝０.５回転なので，比の５は１.２５回転です。 

 

（２）円がすべることなく回転するとき，「円の回転数＝円の中心が動いた距離÷円周」が成り立ちます。

小さい円板と大きい円板の半径の比＝円周の長さの比は１：１
５

６
＝６：１１であり，円の中心Ｏは共通

なので，回転数は逆比の１１：６になります。このように，半径の比のみで回転数の比は決まるので，

（１）のような直線上の回転でも，（２）のような円周上の回転でも，回転数の比は変わりません。 

３点Ｏ，Ｐ，Ｑが再び一直線になるのは，点ＰとＱが正反対の位置にくるときなので，２つの円板の

回転数の差は０.５です。よって，小さい円板の回転数は１.１，大きい円板の回転数は０.６です。図①

はこのときの様子を表しています。大きい円板は３６０×０.６＝２１６（度）回転しています。図②

のかげをつけた２つのおうぎ形の弧の長さは等しいので，ＯＱとＱＲの長さの比は，中心角の比である

１４４：７２＝２：１の逆比で１：２です。 

 

   図①                 図② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＯＰ：ＯＱ＝６：１１であることから，ＯＰ：ＰＱ：ＱＲ＝６：５：２２なので， 

ＯＰ：ＰＲ＝６：２７＝２：９となって，９÷２＝４.５（倍）です。 
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